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第 1回 徳島市阿波おどり実行委員会会議 議事録 

 

開催日時 平成 30年 4月 26日（木）10：00～11:10 

 

開催場所 徳島市役所 8階 庁議室 

 

出席者  委員７名(内代理 1人) 事務局 8名 

 

１ 開会 

 

２ 市長挨拶 

 

３ 委員紹介 

 

４ 議題⑴徳島市阿波おどり開催のための組織体制について 

 【事務局】 

資料１阿波おどりに向けての組織体制及び徳島市阿波おどり実行委員会会則（案）

について説明 

 

５ 委員長及び副委員長選任 

  委員長に遠藤委員、副会長に中村委員を選出 

 

６ 議題⑵平成３０年阿波おどり事業計画について 

  【事務局】 

   資料２平成３０年徳島市阿波おどり事業計画及び第 1 回徳島市阿波おどり運営

協議会(要旨)について説明 

  【Ａ委員】 

   資料２の１の⑶ですが開催日時が平成３０年８月１２日～１５日になっており

ますが、に８月１１日（前夜祭）も入れたほうがいいのではないか。 

  【委員長】 

   ８月１１日（前夜祭）入れることでよろしいか。異議がないため、８月１１日（前

夜祭）を入れることとする。 
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【Ｂ委員】  

   事業計画案の４の⑶、旅行代理店等へのチケット販売について、一括購入分の購

入可能枚数や、申込期限を切ってそこまでに申し込んでもらえれば、たとえ１０枚

でも一括購入とみなしていただけるのかなど、事業計画がそのような内容であれば

理解できたが、桟敷席のチケットの確保ができるのか、できないのか、非常に強い

問い合わせがある。この部分について現時点で決まっていることがあれば教えてい

ただきたい。 

  【事務局】 

本日、事業計画を了承いただいたら、５月中旬にはチケット販売会社を決定する

予定。昨年までは、旅行会社に何千枚も抑えられましたら困るので、６月に入り、

旅行会社ごとに要望を受け付けする枠を配分し、一括購入分の上限を設けていた。

今後は、主催者枠をどのくらい確保していくのか、一般販売にどれだけ残していく

のかを検討する必要がある。 

今のところ旅行会社枠については、例年通り進めていけるのではないかと考えて

いる。チケット販売の詳細については、早急に決定して旅行会社に周知したい。 

  【Ｂ委員】 

チケット販売のお知らせについては、我々の旅行業界も協力していくが、協会に

属してない旅行エージェントもいるので、現時点で決まっている通知方法がありま

したら教えてほしい。 

【事務局】 

事務局にも全国の旅行会社から多数問い合わせがあり、相手方の連絡先を聞いて、

間違いなく旅行会の方へ案内通知を送れるような状態にしている。できる限り去年

までの実績を拾い、漏れなく周知できるよう考えている。 

【Ｂ委員】 

ホームページなど様々な媒体を使い我々も協力していくので、実行委員会の皆様

にも協力いただき漏れのないようにしていただきたい。 

問い合わせが来た旅行会社だけに返事をするではなく、問い合わせが無い旅行会

社にも届くような形でお願いしたい。 

  【Ｃ委員】 

   阿波おどりの名称についても関係することだが、阿波おどりは徳島県の最大のイ

ベントであり、徳島市が主催するイベントでもあり、全県あげての協力体制が必要

ではないか。実行委員会には県商工会議所連合会、県商工会連合会の団体も入って

いるので、実行委員会として徳島県にもさらなる協力要請をしてはどうか。 

  【Ｄ委員長】 
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   本家本元が徳島の阿波おどりということで、特に今まで徳島とは表示していなか

ったようだが、今この時期に名称をかえる必要はないと思う。できれば従来通りの

名称でお願いしたい。 

徳島県商工会議所連合会、徳島県商工会連合会、徳島県中小企業団体中央会が参

加しており、県全体に波及効果が及ぶもので、県全体で盛り上げる話を聞いて各商

工会議所等に説明をしてきた。 

  【委員長】 

県へのさらなる支援の依頼については、県としっかり話し合いをしていきたい。 

名称については、昨日の運営協議会で良い意見を伺っている。例えば、従来どお

り、名称は阿波おどりとして、阿波おどりポスターにはわかりやすく、ポスターの

下に徳島市の文字を入れることで、徳島市が実施しているということがＰＲできる

のではないかという意見をいただいた。ポスターには阿波おどりを表記し、徳島市

をどこかに入れるというのでよろしいか。 

  【Ｄ委員】 

実行委員会の名称については、徳島市阿波おどり実行委員会でいくということか。 

【委員長】 

そこまで変える必要があるのか。今のままでは、徳島市阿波おどり実行委員会と

いうことなるが、阿波おどり実行委員会に変更しても問題はないことなのか。 

  【Ｄ委員】 

   先ほど承認された会則には徳島市が入っているが。 

  【委員長】 

   実行委員会の名称を変えるは、先ほど承認した徳島市阿波おどり実行委員会の会

則が成立しているので、その変更の手続きを行えば名称を変えるとはできる。 

  【Ｅ委員】 

   阿波おどりの言葉自身は商標登録されているのか。 

  【委員長】 

阿波おどりという名称が登録をされていたら使えないということなのか。 

 【Ｅ委員】 

   瀬戸大橋の言葉自体を登録した人がいるらしい。商標登録をされているか調べた

方がいいと思うが。 

  【事務局】 

   商標登録について、状況は把握できていないので確認する。 

【委員長】  

委員の考えは、徳島市阿波おどり実行委員会、阿波おどり実行委員会、どちらで

もいいということなのか。 

【Ｄ委員】  
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主催者としては徳島市が入っているのはわかるが、県全体で参画しやすいような

ネーミングにしたほうがよい。 

   運営協議会の会則はすでに承認されているので、変更のための対応をしないとい

けない。実行委員会だけなら話を戻して今決めることができるのでは。 

【事務局】 

運営協議会についても、今後も開催するので、その段階で変更できる。 

 【Ｄ委員】 

運営協議会で名称のことについて、徳島市を外した方がよいという意見があった

との説明があったが、それは多数だったのか。 

【事務局】 

意見を出された方は４人、実行委員会の名称について変更するのであれば、運営

協議会も次回の会議で名称の変更を諮る必要がある。 

【委員長】 

それでは、実行員会の会則の変更について、実行委員会の名称を徳島市阿波おど

り実行委員会から阿波おどり実行委員会に変更することに異議はないか。 

（異議なしの声） 

名称については、阿波おどり実行委員会に決定しました。 

  【Ｆ委員】 

自由席の料金を１００円割引することに意味を感じない。そもそも赤字であるの

で逆に１０００円に値上げしてもいいのではないか。 

また、現状の資料の中身では協議のしようがない。公平性透明性ということを言

っているが、もう少し詳しい資料を出してもらいたい。 

チケットに関して、もう少し細かい資料を見せてほしい。シャトルバスに関して

も、この資料では意見ができない。 

基本方針にしても、大きく目標がないというか新しく公平性・透明性ということ

が言われているが、現時点では感じない。色んなところで言われている透明性・公

平性の部分を説明することができないと思う。 

参加する前から細かい資料を出してくださいということをお願いしている。本当

に阿波おどりをやっていくということが感じられない。 

【委員長】 

実行委員会の資料が少ないということと、公平性・透明性を図っていくというこ

とは別のものである。これからの運営に対して、皆様にしっかり公表していくとい

う意味での公平性・透明性であり、詳しい資料が足りないことについてはご意見と

して賜りたい。詳しい資料の説明は事務局から。 

【事務局】  

今後、実際の運営については、入札等の手続きを進めていく中で公平性・透明性
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を確保していきたい。事業計画に関しては、第１回の会議ということで方向性を示

したものと考えている。次回以降の会議の中では、旅行代理店の枠など、チケット

の配席についての情報公開をしていく必要があると思っている。次回、詳しい説明

できるような資料を作成していくので、そこで議論をしていただきたい。 

【Ｆ委員】 

事業計画を進めていくスケジュールをもう少し考えてもらいたい。現状であれば

５月下旬の第２回会議において主な議題事業計画となっているが、何を決めるのか。

そういうところの事業のスケジュール感をもっと出してほしい。どのようなスケジ

ュール感で事業全体が決まっていくのか分からないので質問ができない。 

【事務局】 

可能なかぎり詳しい資料を委員に示し、この夏の阿波おどりをしっかりと進めて

いきたい。 

【委員長】 

１００円値下げの質問について、事務局からは販売率を上げるために１００円下

げたという説明であった。Ｆ委員からは、下げるよりも上げたほうがいいのではと

いう意見があったが、他の委員はどのように考えているか。 

  【Ｆ委員】 

前年以前に何割売れていたかわからないが、７割売れていたら、そこそこ合格点

ではないかという感覚である。 

【委員長】 

桟敷席の販売率は、７割でいいというのではなく１００％目指している。踊り子

は、お客さんがいるほど熱く踊れるので空席はない方がよいと思う。自由席の販売

率を上げたいということで１００円下げてみたらどうかという試みである、他の委

員の皆様はどうか。 

【Ｃ委員】 

自由席の値段が９００円になってどのくらい期間が経っているのか。 

【事務局】 

最近、値下げをしたことはないと思うが、何年かに一度、値上げはしていると思

う。現在、情報がそれ以外にない。 

【Ｃ委員】 

 一度リセットする感覚が必要だと思う。何回か値上げをしてきたのであれば、値

下げもいいと思う。 

【委員長】 

過去に何回か値上げをしているのであれば、今回は下げてもいいと思うが、自由

席の料金を１００円値下げする提案に賛成していただけるかどうか採決をする。 

（挙手 5人） 



6 

 

自由席１００円値下げで決定。 

【Ａ委員】 

第１１条に運営協議会はいわゆる下部組織、諮問機関であるとなっているが、す

でに運営協議会が昨日行われている。本来であれば会則の手順が逆ではないか。運

営協議会の会則はどのようになっているのか。 

【事務局】 

運営協議会の会則をこの後用意し、この場で配布する。 

【Ｂ委員】 

現在、桟敷席は徳島市が保有していないと理解している。はっきり確定するまで

は商品を止めないといけないという旅行会社もいる。阿波おどりを実施しないとい

うことは無いと思うが、様々な変更があったときに、不安定な要素になるので、ど

うしようかという旅行会社がいると聞いている。桟敷席に関して市長が大丈夫だ、

心配しなくていいと宣言していただければ、我々としてもメール等、様々な形で情

報発信することができるが、今はまだ言える状況ではないのか。 

【委員長】 

現在、桟敷席は破産管財人の手にある。破産管財人も桟敷席の公共性有用性は当

然理解していると思う。徳島市は債権者の 1人でもあり、そういうことから考えて

も、阿波おどりに桟敷席が使用できないとは考えていないが、私たちが決めること

ではない。破産管財人が決めることなので、ここで断定的なことは言わない方がい

いと思う。 

【Ｂ委員】 

 結果によっては、入場料に影響してくることがあるのか。 

【委員長】 

 桟敷席が使用できないと考えていない、入場料に影響することはない。 

 

７ 議題⑶ 平成３０年度阿波おどりポスターの作成について 

【事務局】  

   資料３阿波おどりポスター作成スケジュール及びキャッチフレーズ募集要項に

ついて説明 

  【Ｅ委員】 

拝見したが写真が大人しい。真夏の阿波踊りイベントなので、もっと汗をかくよ

うな情熱的な写真がほしかった。 

【事務局】 

例年は写真を一般公募し、写真と文字の選考をしていたが、その選考自体は前年

度に行っていたと聞いている。５月末の完成を目指すとなるとスケジュール的には

間に合わない。このため、徳島市が持っている何点かの写真から選考委員に選んで
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いただいた。 

来年以降は例年通り、写真を一般公募し、従来の流れで決定していく予定。 

 

８ 議題⑷ 今後の開催予定について 

【事務局】 

資料４今後の開催予定について説明 

（意見・質問等なし） 

 

９ その他 

【Ｂ委員】 

今年できるかわからないと思うが、今後、業界の意見をとりまとめてご提言させて

いただきたい。 

【委員長】 

阿波おどりは、来年も再来年もずっと続けていくので、よりよい阿波おどりにする

ために、早目に提案していただければ、非常にありがたい。これから先の阿波おどり

を考えて協力をお願いしたい。 

【委員長】 

それでは以上をもちまして第 1回阿波おどり実行委員会を終了します。 


